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文化会計学の策定

木 下 照 嶽 （神 奈川大学）

Ｉ は じめに 問題の提起

文 化 会 計 学 策 定 の 経 緯

昨 年１１月、 日 本 杜 会 関 連 会 計 学 会（１９８８年 ９月１５日 創 立） の 第１２回 全 国 大 会 の 統 一 論 題 の テ ー

マ と し て、
「文 化 と 会 計 一２１世 紀 会 計 パ ラ ダ イ ム の 模 索 一」 を 提 示 し た。 文 化 と 会 計 の 関 連 性 を

論 及 す る 文 化 会 計 学 が 策 定 さ れ る 背 景 に は、こ れ ま で 幾 多 の 紆 余 曲 折、試 行 錯 誤 の 歴 史 が あ る１〕
。

研 究 成 果 を ト レー ス す れ ば理 解 さ れる よう に、 当初 は 企 業 情 報 の 開 示 か ら は じ ま り、 会 計 情

報 の 杜 会 発 展 へ の 役 立 ち、 市 民 側 に 立 脚 する 会 計 の模 索、 政 府 ・ 非 営利 組 織 の環 境・ 資源 の公

正 ・ 適 正 な 活用 に 関 す る 会 計 の 追 求、 さ ら に 環 境 会 計 と 続 き、 こ れ ら を網 羅 する 文化 会計 学の

策 定 へ と つ な が れ た。 そ こ で は、 企 業 会 計 と い う 伝 統 的 な 狭 い 研 究 領 域 を拡 張 しよ う と い う 一

貫 し た 姿 勢 に 貴 か れ て き た と い う 特 質 が 理 解 さ れ る２〕
。

２０世 紀 量 大 の 誤 算 一 技 術 革 新 の 加 速 化 と 制 度 的タ イ ム ラ グ （ｔｉｍｅｌａｇ）

現 代 の 科 学 技 術 の 飛 躍 的 発 展 に と も な い、 そ れ ら が も た ら す 杜 会 制 度 全 般 に 与 え る 将 来 像 に

つ い て、 的 確 に 予 測 す る 方 法 は 見 当 た ら な い と い う の が そ の現 状 で あ る。

最 近１０年 問 の 技 術 発 展 は、 会 計 実 務 に お い て は ま さ にこ れま での ス タ イ ル を完 全 に 一掃 する

状 況 に あ る。 逆 に、 そ う し た 変 化 を 受 け 止 め る 状 況 に な い と い っ て も 過 言 で は な い。 こ の こ と

は 研究 上 で も 教 育 上 で も あ て は ま る。

一例 を と れ ば、 国 際 会 計 と い う の は 技 術 革 新 に 適 応 す る 情 報 会 計 の こ と で、
企 業 会 計 の 延 長

線 上 に出 現 する 国際 会 計 で は な い。 ま た、 政 府 ・ 非 営 利 組 織 の 会 計 問 題 は、 企 業 と は 別 の 組 織

で は な く て、 将 来 は 企 業 と 競 合 し、 統 合 化 さ れ る 特 質 を も つ も の と 考 え ら れ る。 ま た、 最 近 の

時 価 主 義 会 計・ キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 会 計 な ど は、 企 業 （組 織） の 保 有 資 産 の 伝 統 的 価 値 観 を、 根

底 か ら 覆 す 要 因 を 含 ん で さ え い る。

伝 統 的 な 会 計 学 で は、 ま っ た く 処 理 し得 な い も の、 す な わ ち ２ ０世 紀 の 大 誤 算 が いく つ か 見

出 さ れ る。 ロ シ ヤ の 国 家 財 政 経 済 の 破 綻、 環 境 問 題、 人 口 間 題、 民 族 間 の 対 立、 飢 餓、 エ イ ズ
、

治 安 問 題 な ど で あ る。 こ う し た 問 題 に 対 し、 即 効 性、 普 遍 性、 予 測 性 の 面 で、 会 計 学 は も と よ

り、 経 営 学 も 経 済学 も ほ と ん ど無 力 化 し て い る 状 況 に あ る と い っ て も 過 言 では な か ろ う か。 ま

さ に文 化 会 計 学 を提 起 す る ゆ え ん で あ る。
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皿 日標管理的ア プロー チ現象 の恒常化

学 問 研 究 方 法 の 変 化 一 横 割 型 ・ 統 合 型 研 究 一

２０世 紀 最 後 の 最 近 の２０年 間 に 見 ら れ る 杜 会 経 済 上 の 変 化 の 顕 著 な特 質と して、 以 下の よう な

研 究 上 で 重 視 さ れ る 現 象 が 見 られ る。

国 防 ・ 治 安 問 題 （諸 外 国 で は、 今 世 紀 最 大 の課 題 と さ れ て き た）

・ 環 境 問 題 （地 球 温 暖 化、 大 規 模 災 害、 気 象 異変）

・ 資 源 ・ 人 口 間 題 （食 糧 間 題、 過 剰 人 口、 乱 開 発）

・ 行 政改 革 （大学 ・郵 政 事 業 を 含 む） の 統 合、 独 立 行 政 法 人 化、 民 営 化

・ 情 報 杜 会 〔経 済 活 動 の 国 際 化、 グ ロ ー バ ル 化 （マ ク ロ 回 帰）、 市 民 生 活 化 （ミ ク ロ 回 帰 ・ 地

方 回 帰）〕

・ 地 方 自 治 体 の 合 併 ・ 統 合 化

・ 高 齢 杜 会 （エ イ ジ レ ス 問 題、 生 命 科 学）

・ Ｎ Ｐ Ｏ ・ Ｎ Ｇ Ｏ 間 題〔営 利 性 へ の 批 判、ヨ ー ロ ッ パ 形 式 の 第 ３ セ ク タ ー（非 営 利 組 織）の 台 頭〕

・ 男 女 の 役 割 分 担 （男 女 同 質 化）、 な ど。

上 述 の よ う な、 こ れ ま で と は全 く 異 質 の 研 究 課題 が 次々 と 提 示 さ れ、 研 究 方 法 が そう し た も

の を 指 向 す る 方 向 へ、 再 構 築 をせ ま ら れて いる 現 状 に あ る。

そ れ は、 以 下 に 示 さ れ る 特 質 で あ る。

（１） 自 然 科 学 と 杜会 科 学 の 統 合 化 統 合 性、 統 合 的 ア プ ロ ー チ

１２） 目 標 ・ 管 理 ア プ ロ ー チ …・・… … … … …・…… 目 標 設 定 ・ 間 題 解 決 ア プ ロ ー チ

（３〕 個 人 か ら 国 際 的 組 織 に 適 応 す る …・…・・…… 普 遍 性、 科 学 性

（４） 間 題 解 明 の 超 組 織 性 ・…… … … … …・・… …… 危 機 管 理 性 （超 国 家 的 モ ニ タ ー 制 度）

１５） 公 正・ 正義 に 立 脚 す る 人 類 共 通 の 尊 厳 性 … 国 際 市 民 杜 会 指 向

上 述 し た 課題 に適 応 す る ア プ ロ ー チ と し て、 以 下 の 点 が 重 要 な 意 義 をも つ も の と い え よ う。

１１〕 は、 この よう な 大 きく 変 貌 す る 研 究 課 題 へ の ア プ ロ ー チ 方 法 と し て・ ま ず 自 然 科 学 と 杜

会 科 学、 経 済 学、 経 営 学、 会 計 学 と い っ た 伝 統 的 な 縦 割 型 （分 化 型） も の か ら、 横 割 縦 （統

合 型） へ の 変 革 で あ る。

１２） 新 し い 目 標 が 設 定 さ れ る と、 こ れ に 対 し て あ ら ゆ る 研 究 領 域 か ら、 こ の 問題 を管 理 す る

の に 有 効 な 用 具 が 提 供 さ れ、 そ の 相 互 関 係 に よ っ て、 よ り ベ タ ー な目 標 が処 理 さ れ る こ と

に な る。 国 防 ・ 治 安 間 題 に 対 し て は、 諸 外 国 で は き わ め て 重 要 な 役 割 を 演 じ た 歴 史 が あ る。

１３） 杜 会 科 学 に 属 す る 会 計 （学） 場 合、 伝 統 的 に は、 営禾１」追 求 と投 下資 本 の 効 率 的運 用 をそ

の 目 的 と す る、 伝 統 的 な 企 業 会 計 方 式 は、 国 際 市 民 杜 会 と い う 市 民 生 活 （投 資 家、 納 税 者）

を 指 向 す る と い う 観 点 か ら、 普 遍 性 が 大 き く 欠 如 して き た。 ま た、 最 近の 環 境 間題 や 高 齢
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杜 会 間題 な どで は、 白 然 科学 面の 研究 成果 が 充 分 に 援用 さ れ て い な い こ と か ら、 研 究 上 の

科 学 性 にも、 ま た 問題 解 決 の 即 効 性 にも 欠 け て い る。

（４〕 は、 問 題 解 決 の 超 国 家 的 解 明、 あ る い は、 グ ロ ー バ ル ・ ス タ ン ダ ー ド の 不 備 に よ る、 組

織、 制 度 （（法 的、 政 治 的） の 危 機 管 理 が 機 能 して いな い。

１５） 最 も 重 要 な 課 題 と して、 公 正・ 正義 に 立脚 す る 人 類 共 通 の 尊 厳 性 の 追 求 の 問 題 で あ る。

こ れ は、 単 に経 済 的 摩 擦 の 解 消 と か、 経済 発 展 と い う 問 題 を 超 え て、 人 類 全 体 の 文 化 向 上

に 関 連 を も つ。

皿 文化会計学の策定

文 化 と 会 計 ・ 文 化 形 成 要 因

こ れ ま で、 文 化 と 会 計 の 関 連 性 をも つ 研 究 上 の 対 象 領 域 を、 文 化 会 計 学 と い う テ ー マ の も と

に 論 及 し た３〕
。 文 化 の 定 義 は、 き わ め て 多 岐 に わ た り、 一 義 的 に は 定 義 し 得 な い 状 況 に あ る。 こ

こ で は２１世 紀 の 会 計 パ ラ ダ イ ム を 指 向 し て、 こ れ に よ り 近 い 立 場 に あ る ホ ー ル （Ｅ．Ｔ．Ｈａ１１） の

定 義 に 従 っ た ４〕
。

「人 間 生 活 の どの 側 面 も、 文 化 が関 係 をも た ず、 ま た 文化 に よ っ て 変 化 さ れ る こ と な い も の

は な い。 こ の こ と は、 自 己 表 明、 思 考 方 法、 移 動 の 仕 方、 間 題 解 決 方 法、 都 市 計 画 の 仕 方 と レ

イ ア ウ ト、 運 輸 シ ス テ ム と 機 能 の 構 成 方 法、 経 済 制 度と 政治 制 度 の統 合化 と 機 能 化 の 方 法 に つ

い て の 特 質 を 意 味 す る。」

こ う した 文 化 論 に 立 脚 した 場 合、 文 化 形 成 要 因と 考 え ら れ る重 要 な 側 面 と し て、 以 下 の ４ つ

の 側 面 が み ら れ る５〕
。

ω 環 境 問 題… 自 然 に 関 係 す る 仕 方

１２〕 新 し い 価 値 概 念 … Ａ 産 業 時 代 の 用 具 や 技 術 に対 する 限界 の 認 識、 Ｂ 土地 組 織 の 限 界

と 複 雑 性 の 認 識（新 し い 価 値 を 支 援 す る 自 然 資 源 や 自 然 慣 習 の 保 存 の 必 要 性）、Ｃ 所 有（土

地 の 所 有 権） 権 は、 排 他 的 か つ 自 由 な 権 利 を提 供 し な い。 こ れ は、 貨 幣 目 的 で な い価 値 へ

の 挑 戦 を 意 味 す る。

（３〕 人 類 の 相 互 関 係 … Ａ 普 遍 性 対 特 殊 性、 Ｂ 個 人 主 義 対 集 団 主義、 Ｃ 感 情 的 対 中 立 的、

Ｄ 特 定 性 対 拡 散 性Ｅ達 成 （業 績） 性 対 起 因 性 の 相 互 関 係 （共 通 性 ・ 異 質 性） の 間 題 で あ る。

（４） 時 間 経 過 の 管 理 … 共 時 性 対 連 続 性 と い わ れ、 時 間 経 過 を管 理 す る 文化 側 面 で ある。 産 業

革 命 と 近 代 化 に お い て は、 効 率 性 は、 有 効 性 を犠 牲 に して 達 成 さ れて き た と いう 歴 史 が み

ら れ る。

表 １ － １ は 文 化 会 計 を 形 成 す る 上 述 の ４ つ の 側 面 を 明 示 して い る。
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表 １－ １ 文 化 会 計 の 構 造

発 展 形態 ； １ ＝ 研 究 領 域

構 成 要 因
適 応 過 程 １ 調 整 過 程 ； 同 化 過 程 １

■ 白 １
１ １ １

（分 化 過 程）

Ｉ 資 源 ・ 環 境

（ 環 境 回 帰 ）

一
一
■
一
■
■
■
■

□
■
■
一
一
一
一
■

＝ 環 境 会 計
一
１ 生 態 会 計

； 資 源 会 計
≡

Ｉ 価 値

（ 価 値 回 帰 ）

１
，
ヨ
ー
■
■
■
一

■
■
■
一
「
≡
≒
一

ｉ
＝ 企 業 杜 会 会 計

１ 杜 会 責 任 会 計
一
＝ 杜 会 報 告 会 計

分

化

形

成

要

因

皿 経 済 主 体

（ 人 間 回 帰 ）

一
■
■
■
Ｉ
一
一
≡
ｉ

一
一
一
一
■
■
■
「
一

一
１ 政 府 会 計

、
非 営

＝ 利 組 織 会 計
一

１ 市 民 生 活 会 計
■

ｌＶ 継 承

（ 伝 統 回 帰 ）

一
一
一
■
■
■
一
一

一
一
一
一
■
■
■
■

； 世 代 会 計 （財 政
、≡

１ 医 療
、

年 金
、

保

１ 険 等）
一

制 度 化

（ 統 合 過 程 ）
企 業 会 計

： ；
１ ；
＝ 政 府 ・ 非 営 利 組 ；
１ ■ 国 際 会 計

＝ 織 会 計 ＝
ｌ ｌ

■
＝

’ 文 化 会 計

；
≡

上 述 の ４ つ の 側 面 は そ れ ぞ れ、 （１）資 源 ・ 環 境、 （２〕価 値、 （３）経 済 主 体、 （４）継 承 （伝 統） に 対 応

す る
。

ｌＶ 会計パラ ダイ ムの変 遷

２ １ 世 紀 杜 会 が、 前 世 紀 の 飛 躍 的 発 展 と 異 な っ て、 人 口 の 激 増、 資 源 ・ 環 境 の 乱 用 と 悪 化、

生態 条件 の悪 化、 財政 赤字 の増 加、 年 金 ・ 保 険 制 度 の 危 機 と 世 代 間 負 担 問 題、 内 外価 格 差 等 の

諸 間 題 を か か え て い る。

自 由 主 義 経 済 の２０世 紀 の 発 展 が、資 源 の 効 率 性 を 中 心 に 経 済 成 長 を は か っ た 時 代 と 対 照 的 に、

２１世 紀 を 指 向 す る 杜 会 で は、 グ ロ ー バ ル な 環 境 ・ 資 源 の 枯 渇、 経 済 成 長 の 失 墜、 組 織、 権 威 の

リ ス トラ、 経 済 取 引 に お け る 公 正 性 の 導 入、 規制 の撤 廃 等 を中 心と して、 グ ロー バ ル な公 正 性

と い う 方 向 を 指 向 し て い る。

図 １ － １ の 指 向 性 は、 新 し い 会 計 パ ラ ダイ ム の 推 移 を示 すも の と 理 解 され る。 研 究 対 象 と し

て は、 文 化 会 計 で 提 示 し た ４ つ の 文 化 形 成 要 因、 資 源 ・ 環 境、 価 値、 経 済 主 体 （人 間）、 継 承 （伝

統） の あ り 方、 す な わ ち こ う し た 文 化 形 成 要 因 を 通 し て、 グ ロ ー バ ル ・ ル ネ ッ サ ン ス が 問 わ れ

る こ と に な る。 日 標 と さ れ る 国 際 市 民 杜 会 に お ける グロ ー バ ル な 公 正 性 の 存 立 要 件 と して、 満

足 （十 分）、 奉 仕 貢 献、 感 謝、 尊 敬 と い う よ う な 会 計 哲 学 が 模 索 さ れ る６，
。

現 代 杜 会 を 文 化 的 コ ン フ リ ク ト の 時 代 と 理 解 し た と き、 そ れ は 情 報 杜 会 に お け る 個 人、 市 民

を 指 向 す る個 の 開 放 の 極 限 の 杜 会 を 意 味 し、 そ れ は、 伝 統 的 な 組 織 的 支 配 か ら の 加 速 度 的 な 離
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脱 を 意味 する と い う特 質 を も つ。 図 １ － １ は 会 計 パ ラ ダイ ム の 変 遷 を 示 し て い る。

図 １ － １ 会 計 パ ラ ダイ ム の 変 遷
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文 化 的 コ ン フ リ ク ト の 時 代 に お い て は、 そ の 基 本 的 仮 定 は グ ロ ー バ ル ・ ル ネ ッ サ ン ス が 緊 急

に 模 索 さ れ る 状 況 に あ る。 そ こ で は、 表 １ － １ で 提 示 した ４ つ の 文 化 形 成 要 因 に対 応 する 回帰

パ タ ー ン を 示 す も の と 考 え る７〕
。

環 境 回 帰 一 資 源 ・ 環 境 会 計 （環 境、 資 源 生 態、 種 の 保 存）

価 値 回 帰 会 計 基 準 の 国 際 的 調 和 杜 会 貢 献 と 会 計 ｅｔｈ１ｃ １ｎ ａｃｃｏ ｍｔ１ｎｇ

（経 済 成 長 の 限 界、 規 制 緩 和、 生 活 の 質 と 経 済、 生 命 の 尊 厳）

人 間 回 帰 企 業 政 府 自 治 体 非 営 利 組 織 市 民 生 活 に 関 す る 会 計

伝 統 回 帰 世 代 会 計 （財 政 年 金 保 険 資 金 資 産 な と）

ま た、 文 化 形 成 要 因 相 互 に 影 響 を も つ 技 術、 配 分、 伝 統 お よ び 生 命 ・ 欲 求 は、 以 下 に 示 さ れ

る
。

技 術 一 生 産 ・ 開 発 諸 手 段 の 代 替 的 利 用、 地 球 に や さ し い エ ネ ル ギ ー 開 発、 生 産 プ ロ

セ ス の 改 善、 生 活 態 様 の あ り 方、 市 場 化 の チ ェ ッ ク。

配 分 一 資 産、 資 源、 環 境 の 長 期 的、 公 正 的、 持 続 的、 回 復 的 利 用 （次 世 代 へ の 慎 重

な 配 慮）。
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伝 統 一 伝 統 的 価 値 の 認 識、 評 価、 伝 承、 保 護。

生 命 ・ 欲 求 一 人 間 欲 求、 市 民 生 活 の 高 揚、 生 命 の 尊 厳、 臓 器 移 植 間 題、 組 織 の 再 構 築、 す

な わ ち 組 織 構 造 の 改 革 と 生 産 立 地 の 移 動 （この 中 に は、 労 働 の 移 動 ・ 誘 致 お

よ び 内 外 価 格 差 の 間 題 が 含 ま れる）。

ウ ォ ル ト ン教 授 は、 大 企 業 の 財 務 諸 表 の 国 際 的 調 和 化 は、 経 済 活動 の国 際化 が 主 因 と なっ て

生 じ た 現 代 的 な 事 象 で、 会 計 が そ れ を取 り 巻 く 経 済 環 境 にお ける 変化 に適 応 す る こ と で ある と

指 摘 し、 以 下 の よ う に 述 べ て い る８）
。

「多 く の 研 究 者 は、 こ の 調 和 化 を
、 そ の 国 の 文 化 にと っ て 異 質 の 考 え方 を押 しつ ける マ イ ナ

ス の イ ン パ ク ト と 見 な し て い る。 グ レ イ （Ｓ．Ｇｒａｙ） の よ う な 研 究 者 は、 会 計 制 度 は、 そ の 国 の

文 化 を 反 映 し て 機 能 す る も の の １ つ で あ る と 言 っ て い る が、 こ の 観 点 から する と、 国 際 的調 和

は 文 化 の 押 し つ け と し て 見 な す こ と が で き る。」

国 際 会 計 基 準 設 定 の 現 在、 現 代 杜 会 は、 経 済 的 コ ンフ リ ク トの 時 代 から、 文 化 的 コ ンフ リ ク

ト の 時 代 へ 推 移 す る プロ セ ス に あ る こ と が 理 解 さ れ る。

Ｖ 文 化会計 学の課題と展 望

こ れ ま で の 会 計 学 は、 伝 統 的 に 経 済 主 体、 特 に 企 業 会 計 を 中 心 に し て、 ミ ク ロ 面 の 財 務、 会

計、 資 金 管理 な ど の 実 践 的側 面 を、 企 業 会 計 原 則 や 商 法、 税 法 と い う 制 度 的 制 約 の な か で、 そ

れ に 準処 す る と いう 枠 に は め ら れ て き た。

し か し、 企 業 が、 国 際 的 な 経 営 活動 を 遂 行 す る過 程 で、 伝 統 的 な 会言十 （学） の 枠 外 の 間 題、

例 え ば 経 営 ・ 管 理 レ ベ ル、 あ る い は そ の 上 位 に 位 置 す る 経 済 ・ 政 策 レ ベ ル、 あ る い は 最 も 上 の

レベ ル にあ る 倫 理 ・ 道 徳 レベ ルと いう 環 境 要 因 を 認 識 し、 こ れ を 資金 ・ 財 務 レ ベ ル に反 映 さ せ

る と い う 研 究 の あり 方 が 問わ れる こと にな る。 す なわ ち、 会 計 （学） 間題 の 階層 的 解明 の 意義

で あ る。 図 １ － ２ は、 階 層 的 解 明 の モ デ ル と、 現 状 で の 間 題 点 を 網 羅 的 に 明 示 し た も の で る９〕
。
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図 １－ ２ 会 計 間題 の 階層 的 解明
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階 層 的 解 明 に お い て、 大 き な 課 題 と な る も の は、 （１〕の 倫 理 ・ 道 徳 レ ベ ル の 問 題 で あ る。 そ こ

で は、 営 利 お よ び非 営 利 組 織 に 共通 な哲 学 な い し理 念 が 間 わ れ て い る。

杜 会 経 済 の 活 動 が加 速 度 的 に進 展 する な か にあ っ て、 す べて の 組 織 （国家 連 合 組織、 国 家、

企 業、 市 民 を 含 む） は、 環 境 保 護 ・ 保 全、 雇 用 創 出、 発 展 に 貢 献 す る 研 究 ・ 教 育 の あ り 方 （科

学 技 術 の 発 展 の 促 進 と 市 場 化 に 対 す る コ ン トロ ー ル を含 む）、諸 種 の 杜 会 的 貢 献 を達 成 する ため

に、 以 下 の よ う な 人 間 の 尊 厳、 資 産、 資 金 を 公 正 か つ 適 正 に 活 用 す る 責 任 を 持 つ こ と が 前 提 と

な ろ う。

（１） 杜 会 科 学 と し て の 会 計 （学） の フ レー ム ワ ー ク の 積 極 的 拡 大。

１２〕 研 究 ・ 教 育 ・ 専 門 職 業 ・ 諸 組 織 （含 学 会、 制 度 ・ 機 能 の あ り 方） の 環 境 変 化 へ の 適 応 と

個 人 的 行 為 ・ 行 動 の あ り 方 の 再 検 討、 公 認会 計士 試 験 な ど の資 格取 得 を 緩和 （量 的） し た

り、 英 語 に よ る 国 際 的 統 一 試 験 を通 じて 実 施 する 方 向 へ の 制 度 化 問 題。

／３〕 自 由 主 義 経 済 杜 会 の 公 正 な あ り 方 に 対 す る 会 計 セ オ リ ー の 確 立。 そ の 中 に は企 業 を含 む

経 済 主 体 の、 以 下 の よ う な 杜 会 的 開 示 が 含 ま れ るｌＯ〕
。 環 境 間 題、 エ ネ ル ギ ー 消 費、 健 康 ・

安 全、 従 業 員 の 訓 練、 身 障 者 雇用、 低 賃 金 一 会 計 ・ 監 査 倫 理 の 監 視 者。 さ ら に 緊 急 課 題 と

し て、 製 品 ・ 商 晶 ・ サ ー ビス の 市 場 化 規 制 と 生 産 規 制、 モ デ ル チ ェ ン ジ の 規 制、 各 種 保 証

期 間 の延 長 な ど （国 際 的総 量 規 制 な ど の 国 際 基 準 の策 定） が 指 摘 さ れ る。

（４） 国 際会 計 基 準 の 前 文 （昭 和２４年の 企 業 会計 原 則 の 如 き） 策定 の必 要性。 現 在、 国 際 会 計

基 準 は、 個 別 間題 対 応 の 基 準 設 定 が 先 行 して いる が、 その 前 提 条 件 ある い は制 約 条 件 と な

る 前 文 を 策 定 す る こ と によ っ て、 （３〕と の 関 連 で利 益 優 先 主 義 の 抑 制、 人 口 ・ 環 境 問題 への

対 応、 発 展 途 上 国 の 経 済 発 展 の 適 正 性、 文 化 水 準 の 向 上、 資 源 ・ 食 糧 対 策、 労 働 の 国 際 的

移 動、 会 計 専 門 資 格 の 統 一 化 な どを も り 込 む こ と が 急 務 と 考 え ら れ る。
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ま た、１２）の 経 済 ・ 政 策 レベ ル で 要 求 さ れ る 課 題 と し て は、 わ が 国 経 済 全 体 に か か わ る 以 下 の

よ う な 根 本 的 問 題 の 解 明 が 指 摘 さ れ る。

（１） 大 規 模 減 税… 相 続、 キ ャ ピ タ ル ・ ゲ イ ン 等。

（２〕 生 活 の 質 向 上 の 経 済 促 進 … 定 年 制 度 の 撤 廃 （能 力、 所 得、 労 働 時 間 ・ 期 間 に 応 じ た 自 由

選 択 制、 任 期 雇 用 ・ 年 俸 制 度 の 実 施。）

１３） 医 療、 保 険、 年 金 制 度 の 規 制 緩 和 に よ る、 費 用 負 担 の 軽 減 と サ ー ビ ス の 質 の 向 上 お よ び、

自 由 選 択 領 域 の 拡 大。

（４） 組 織 リ ス トラ … 情 報 化 時 代 を先 取 り す る 組 織 の 大 改革 （合 併、 統 合、 提 携、 地 方 化、 国

外 移 転 等） の 実 施 と 支 援。

（５） 研 究、 教 育、 資 格、 組 織 （含 大 学、 学 会、 公 的 機 関） の 新 し い 機 能 性。

上 述 の１１）、１２）の 間 題 に 関 し て は、 こ れ ま で 会 計 学 の 対 象 外 に 置 か れ た 問 題 で あ っ た。 し か し、

最 近 の 会 計 ビッ グバ ン は、 会 計研 究者 が ほ と ん ど 関知 し 得 な い 階層 レ ベル で、 政策 的 な転 換 を

せ ま ら れ て い る こ と も 事 実 で あ る。

こ こ で指 向 す る 文化 会 計 （学） の 意 義 は、 ま さ に この よう な 国 際 的 見地 に 立っ て、 実 践上、

理 論 上 の い ず れ に お いて も、 学 間 の 不 偏性 さ ら に は 財務 諸 表 の 科 学性 （正 確性、 予測 可能 性）、

開 示 さ れ た デー ター の 真 実 性、 有 効 性、 目 的 適 合 性 の 達 成、 と い う 目 標 を 指 向 す る 点 に あ る と

考 え る。

注

１） 当 学 会 員 を中 心 と し、 さ ら に会 員 以 外 の 研 究 者 の ご支 援 をい た だい て、 これ ま で筆 者 が関 係 した 文 化

会 計 に 関 す る 研 究 成 果 は、 以 下 の 通 り で ある。

『企 業 情 報 ディ ス ク ロ ー ジャ 辞 典』 （中 央 経 済 杜 １９９１）

『杜 会 発 展 と 会 計 惰 報』 （中 央 経 済 杜 １９９３）

『市 民 生 活 会計』 （森 山書 店 １９９３）

『政 府 ・ 非 営利 企 業 会 計』 （創 成 杜 １９９５）

『環 境危 機 と会 計 情報』 （学 文 杜 １９９７）

『現 代 会 計 一学 際 的展 開』 （創 成 杜 １９９８）

『文化 会 計 学』 （税 務 経理 協 会 １９９８）

ｒ政 府 ・ 非 営 利 組 織 の 経 営 ・ 管 理 会 計 一 政 府 ・ 自 治 体 ・ 大 学 ・ 病 院 一』 （創 成 杜 ２０００）

２） 飯日ヨ修 三 「杜 会 関 連 会 計 の 基 本 間 題」 日 本 杜 会 関 連 会 計 学 会 編 『杜 会 関 連 会 計 研 究』 （創 刊 号）

１９８９ 年 ５ 月 ｐｐ．３－１Ｏ．

同 教 授 に よ っ て、 杜 会 関 連 会 計 思 考 に つ い て の 詳 細 な 説 明 が み ら れ る。

３） 木 下 照 嶽、 中 島 照 雄、 柳 田 仁 編 著 『文 化 会 計 学』 （税 務 経 理 協 会 １９９５）

ｒ文 化 と 会 計」 に 関 す る 共 同 研 究 を 行 っ た。

岩 辺 晃 三 ｒ天 海 ・ 光 秀 の 謎 一 会 計 と 文 化 一』 税 務 経 理 協 会１９９３・ｐ・５・

岩 辺 教 授 は、 研 究 上 の ア プ ロ ー チ と し て、 文 化 論 的 方 法 論 を 以 下 の よ う に 一 貫 し て 主 張 さ れ る。
「こ

ん に ち で は
、

学 間 的 分 化 が 進 ん で い る た め に、
簿 記 ・ 会 計 に つ い て も 専 門 的 に 狭 く 考 え ら れ て い る が

、
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学 問 的 事 象 の ル ー ツ を 求 め る 場 合 に は、 そ れ 自 体 を 求 め る よ り も、そ れに 関 連 す る 周 辺 の 事 象 を把 握 し

て い く こ と も 必 要 と な る と 思 わ れ る。 こ と に
、

文 化 は
、

経 済 ・ 会 計 と 大 い に 連 動 す る も の が あ る と 考 え

ら れ る こ と か ら
、

簿 記 ・ 会 計 史 の 研 究 に つ い て は
、

文 化 論 的 ア プ ロ ー チ （Ｃｕ１ｔｕｒａ１ Ａｐｐｒｏａｃｈ） と も

い う べ き 方 法 も 必 要 と な る。」

４） Ｅ．Ｔ． Ｈａ１１，
Ｂｅｙｏｎｄ Ｃ ｕ１ｔｕｒ，｛

Ａ ｎｃｈｏｒ Ｂ ｏｏｋｓ １９６６） ｐｐ．
１６－１７．

５） 木 下 照 嶽 「文 化 会 計 の 策 定」
『文 化 会 計 学』 ｐｐ．５－７．参 照 さ れ た い。

６） 木 下照 嶽 「政 府 ・ 非 営 利 組 織 の課 題 と展 望」 木 下 照 嶽、 野 村 健 太 郎、 黒 川 保 美 編 著 『政 府 ・ 非 営 利 組

織 の 経 営 ・ 管 理 会 計 一 政 府 ・ 自 治 体 ・ 大 学 ・ 病 院 一』 （創 成 杜 ２０００） ｐ．
９
．

７） 日 本 杜 会 関 連 会 計 学 会 の 第 １ ２ 回 全 国大 会 の統 」 論題 と し て、 筆 者 が 提 出 し た、 文 化 会 計 を 構 成 す る

４ つ の 文 化 形 成 要 因 を示 し て いる。

８） ピー タ ー ・ ウ ォ ル ト ン ｒ調 和 化 と 文 化 的 障害」 （松 原 周 樹 訳） 企 業 会 計 ２０００年 ５月 号ｐ．７２．

９） 木 下 照 嶽 「政 府 ・ 非 営 利 組 織 の 課 題 と 展 望」 『政 府 ・ 非営 利 組織 の 経 営・ 管理 会 計一 政 府・ 自 治体 ・

大 学 ・ 病 院 一』 前 掲 書ｐｐ．
１３－１８

．
で 詳 述 し て い る

。

１０） Ｊ・
Ｂ１ａｋｅ ａｎｄ Ｒ

・Ｇａｒｄｉｎｅｒ，
Ｔ ｈｅ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａ１ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ Ｂｏｄｉｅｓ ａｓ Ｔ ｈｅ Ｇ ｕａｒｄｉａｎｓ ｏｆ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ

ａｎｄ Ａｕｄｉｔｉｎｇ Ｅｔｈｉｃｓ，
ｉｎ Ｃ．Ｇｏｗｔｈｏｒｐｅａｎｄ Ｊ

，
Ｂ１ａｋｅｌｅｄｓ．〕 〃 〃ｃ〃 ム∫ｍ∫ 加 λｃｃｏ ｍ’加 創 ＲＯＵＴＬＥＤＧＥ

１９９８〕 Ｐ．
１０１

．


